
「ぼくらはみんな生きている」
校長 中熊 豊仁

「手のひらを太陽にすかして見れば まっかに流れる ぼくの血潮…♪」
ある日曜日の朝、ふと、私の口から出てきたフレーズ…。
「最近、その歌聴かないよねえ。」
と家族の言葉。珍しく「音程が外れてるよ。」と言われなかったなあと思いつつ考えまし
た。なぜ今，自分の口からこの歌が出てきたのだろうか…。そして思い出しました。

前日の土曜日のことです。登校した子どもたちが元気に走り回っています。半袖からの
ぞく白い腕が真っ赤になっている子どもたちもいます。吐く息の白さと相まって、腕の赤
みが、自身の子どもの頃の冬の朝の感覚として残っている体の中の熱さを思い出させます。
錦江の「冬はつとめて」。寒い中で躍動する子どもたちの姿に清々しさを感じました。

１時間目、校内の巡視の際、たまたま通った花壇の前に、特別支援学級の子どもたちが
座っていました。担任の話を聴いています。花壇には大きくたくましく育った大根の葉が
広がっています。子どもたちの目はきらきらしています。どうやら大根の収穫のようです。
いよいよ大根を抜く時がやってきました。我先にと、大根の葉を掴みます。
……「ううん、ううん。」…「ぬけないねえ。」…「ううん、ううん。」
二人がかりで引っ張ります。「うんとこしょ、どっこいしょ、それでもかぶはぬけませ

ん。」（物語「おおきなかぶ」）の世界です。必死な顔が続きます。

「おっ、おっ。」……「ぬけ…。」
次の瞬間、子どもたちの顔には、一気に戸惑いと困惑の表情

が広がりました。とても大きな葉を二人がかりで懸命に引っ張っ
り続けた挙句、なんと、土の中から姿を現したのは、長さ10㎝
にも満たない小さな小さな大根だったのです。

「え～っ。」「なんで～っ。」
見事に子どもたちの期待と想像は裏切られました。愕然としています。申し訳ないです

が、写真を撮りながら私は、おかしくて仕方がありませんでした。そして、「なぜ」を考
え、思った通りになることばかりではない、見えることから想像する世界と中身は違うこ
とがある、というようなことを知るとても大切な経験になったのかなと思いました。

校長室へ戻ると、窓辺に置いてある多肉植物が、外へ向かってぐにっとお辞儀をしてい
ます。この多肉植物、曲がった先端を内へ向かせると、数日後には、また外を向きます。
そうです、この多肉植物は必ず太陽に向かって「前のめり」になるのです。「北風と太陽」
の話を思い出し、人間であれば、子どもたちに無理やり服を脱がせる北風ではなく、自ら
意思で服を脱ぐことを選択させられる太陽でありたい、改めてそう思いました。

おそらく私は、冬の寒い日々も屈託の無い明るく元気な子どもたちの姿に、みんな生き
ている温もりや喜びを感じ、無意識のうちにこの歌を口ずさんだのだと思います。楽曲名
は「手のひらを太陽に」（日本の歌100選）。昭和40年、やなせたかしさんの作詞です。
「ぼくらはみんな生きている 生きているから歌うんだ（かなしいんだ・笑うんだ・うれ
しいんだ・おどるんだ・愛するんだ）♪…ミミズだって、オケラだって…♪」
子どもたちも私たちも、こんなことをたくさん感じられる年にしたいと思いながら、新しい

年が始まりました。今年もよろしくお願いいたします。



 
 
 
 
 
 

始業式 

食に関する指導（感謝して食べよう！） 

生活科「おもちゃ大会」 

全校体育 

きらり かがやく 錦江っ子 

★ 今年度末に転校のご予定がある場合は、
担任または教頭までお知らせください。 


